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２万鉢のシクラメンがお出迎え ２万鉢のシクラメンがお出迎え 
 ブルーメッセあきた「シクラメンフェア」が、11月21日
から６日間開かれ、多くの人出で賑わいました。 
 期間中、農家のみなさんが丹精込めて育てたシクラメンを
展示・販売し、色鮮やかなシクラメンの花々が来場者の心
を和ませました。 

 ブルーメッセあきた「シクラメンフェア」が、11月21日
から６日間開かれ、多くの人出で賑わいました。 
 期間中、農家のみなさんが丹精込めて育てたシクラメンを
展示・販売し、色鮮やかなシクラメンの花々が来場者の心
を和ませました。 
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地
方
自
治
や
教
育
、
消
防
、
行
政
な
ど
の
分
野
で
永
年
に
わ
た
り

貢
献
し
て
き
た
方
々
が
受
章
さ
れ
る
叙
勲
。
平
成
19
年
秋
の
叙
勲
な

ら
び
に
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
潟
上
市
か
ら
２
人
の

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

地方自治功労

佐藤　忠悦
ちゅうえつ

さん（昭和大久保・77歳）

消防功労

菅原　喜一
き い ち

さん（昭和大久保・73歳）

昭和52年、旧昭和町議会議員に初当選。平

成８年から副議長、平成９年から議会議長と

して円滑な議会運営に努めるなど、永年にわ

たり議会議員として地方自治の発展に尽力さ

れました。

昭和35年、旧昭和町消防団に入団。以来、

平成８年まで36年余りの永きにわたり消防・

防災活動にまい進。平成３年からは旧昭和町

消防団第１分団分団長として、団員を統率・

指導されました。

中村　征夫
い く お

さん

東京都在住・62歳
昭和大久保出身

水中写真カメラマンとし

て国内外の海の魅力や環境

をテーマに精力的に撮影・

取材され、水中写真・報道

写真の発展に尽力されてい

ます。

小玉　久男
ひ さ お

さん

（飯田川飯塚・78歳）

昭和49年から10年間に
わたり旧飯田川町議会議員
を歴任。昭和60年に旧飯
田川町長に当選以来、通算
４期余16年１カ月の永き
にわたり、町政の円滑な運
営はもとより地方自治発展
のため尽力されました。

瑞
宝
単
光
章

旭
日
双
光
章

（ ）

11
月
２
日
、
県
文
化
功
労
者
表
彰
式
が
県
正
庁
で
行
わ
れ
、
本
市
か
ら

中
村
征
夫
さ
ん
（
昭
和
大
久
保
出
身
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
功
労

で
の
受
章
は
潟
上
市
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
地
方
自
治
に
尽
力
し
た
功
労
者
も
表
彰
さ
れ
、
本
市

か
ら
小
玉
久
男
さ
ん
（
飯
田
川
飯
塚
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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十
月
三
十
日
、
時
事
通
信
社

「
第
二
十
三
回
教
育
奨
励
賞
」（
後

援
　
文
部
科
学
省
）
の
表
彰
式
が

県
教
育
庁
で
行
わ
れ
、「
授
業
（
保

育
）
の
革
新
」
部
門
で
出
戸
幼
稚

園
（
園
長
　
佐
藤
こ
う
子
）
の

「『
遊
び
』『
学
び
』
の
連
携
目
指
す
」

が
評
価
さ
れ
、
優
良
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

こ
の
教
育
奨
励
賞
は
、
一
九
八

五
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
創

造
性
に
富
ん
だ
特
色
あ
る
教
育
の

実
践
に
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
学

校
を
毎
年
表
彰
し
、
学
校
教
育
の

一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
た
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、

公
私
立
の
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高

校
な
ど
、
全
国
か
ら
の
候
補
校
五

十
八
校
の
中
か
ら
優
秀
賞
二
校
、

優
良
賞
三
校
、
努
力
賞
二
十
五
校

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

出
戸
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
五

歳
児
か
ら
小
学
一
年
生
ま
で
連
続

し
た
教
育
を
実
践
す
る
た
め
、
平

成
十
五
年
か
ら
出
戸
小
学
校
と
連

携
し
、
小
学
校
と
の
接
続
に
視
点

を
お
い
た
「
で
と
っ
こ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
互

い
に
ど
の
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ

て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
幼
児
教
育
と
小
学
一
年
生
活

科
の
授
業
に
連
続
性
が
持
て
る
よ

う
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
七
回
の
交
流
活
動
を

通
し
て
、
子
ど
も
同
士
や
職
員
同

士
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
小
学
校
生
活

を
始
め
ら
れ
る
と
い
う
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
・
十
六
年
度
に
は
、

秋
田
県
初
の
試
み
で
あ
る
幼
稚
園

教
諭
、
保
育
園
保
育
士
、
小
学
校

教
諭
三
者
に
よ
る
、
小
学
校
一
年

国
語
科
の
指
導
案
作
り
を
共
同
で

行
い
、
幼
稚
園
教
諭
と
保
育
園
保

育
士
も
授
業
に
参
加
す
る
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
実
践
が
契
機
と
な
っ
て
、
県

教
育
委
員
会
は
昨
年
度
か
ら
、
全

県
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
幼
稚

園
と
小
学
校
と
の
「
相
互
職
場
体

験
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
出
戸
幼
稚
園
の

取
り
組
み
が
、
就
学
前
教
育
と
小

学
校
教
育
の
接
続
に
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

出戸幼稚園 
 時事通信社「教育奨励賞」 時事通信社「教育奨励賞」 時事通信社「教育奨励賞」 
 優良賞を受賞 

           　　　で防災用資機材 
防火広報用視聴覚資機材を整備 

■出戸新町自主防災組織 
　出戸新町自主防災組織（代表　安田静男）に財団法人

自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業（自

主防災組織育成助成事業）により防災用資機材が整備さ

れました。この防災用資機材は、同組織の防災活動など

に活用されます。 

 

●防災倉庫 

●発電機 

●災害備蓄用毛布 

など 

■男鹿地区消防一部事務組合 
　日本防火協会が実施している民間防火組織などの防火・

防災普及啓発推進助成事業により、男鹿地区消防一部事

務組合に防火広報用視聴覚資機材が整備されました。こ

の資機材は、地域での防災訓練や研修会などで使用され、

防火・防災普及啓発推進の

ために活用されます。 

●プロジェクター 

●スクリーン 

●アンプシステム 

●ビデオレコーダー 

●デジタルビデオカメラ 



給
料 

報
　
酬 

退
職
手
当 

 区　　　分 

市　　　長 

副　市　長 

議　　　長 

副　議　長 

議　　　員 

市　　　長　　 

副　市　長 

860，000円 

650，000円 

420，000円 

380，000円 

360，000円 

 

給料月額等 期末手当 

（18年度支給割合） 

６月期　1.6月分  

12月期　1.75月分 

合計3.35月分 

　　　　（算定方式） （支給時期） 
給料月額×在職月数×47/100 　任期毎 
給料月額×在職月数×28/100 　任期毎 
 

3　分限及び懲戒の状況 

区分 

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

　　　標 準 的 な 職 務 内 容  

主事、主事補及びこれらに相当する職務 

主任及びこれに相当する職務 

主席主査、主査及びこれらに相当する職務 

主幹、課長補佐及びこれらに相当する職務 

課長、上席主幹及びこれらに相当する職務 

部長、次長及びこれらに相当する職 

部長の職で市長が定める職 

職員数 

16人 

52人 

38人 

59人 

24人 

８人 

０人 

構成比 

8.1％ 

26.4％ 

19.3％ 

29.9％ 

12.2％ 

4.1％ 

0％ 

 

（6）一般行政職の級別職員数の状況（平成19年4月1日現在） 

勤務時間 

午前８時30分から 

午後５時15分まで 

休憩時間 

正午から 

午後０時45分まで 

（8）勤務時間の状況（平成19年4月1日現在） 

種　　類 

年次有給 

休　　暇 

病気休暇 

 

特別休暇 

 

介護休暇 

内　　　　容 

(10) 休暇制度の概要 
休暇の種類 

対象人数 

200

使用可能日数 

7,905

総使用日数 

1,741

平均使用日数 

９日 

区　分 

女子職員 

男子職員 

育児休業 

取得可能者数 

６ 

５ 

取得者数 

６ 

０ 

部分休業 

取得者数 

０ 

０ 

介護休暇 

取得者数 

０ 

０ 

（9）休暇の状況 
①年次休暇の取得状況（平成18年1月～12月） 

降任 

０ 

免職 

０ 

休職 

０ 

降給 

０ 

計 

０ 

戒告 

０ 

減給 

０ 

停職 

０ 

免職 

０ 

計 

０ 

（1）分限処分・懲戒処分者数（平成18年度） 

②育児休業・部分休業・介護休暇の取得状況（平成18年度） 

（注）１　潟上市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な

職務です。 

区　　分 

（7）諸手当の状況 
①期末手当・勤勉手当（平成18年度） 

支給 
割合 

期末手当 

勤勉手当 

１人当たりの平均支給額 1,432千円 

6 月 支 給  

1.4 月分 

0.725月分 

12月支給 

1.6月分 

0.725月分 

合　計   

3.0月分 

1.45月分 

備　　考 

職制上の段階、
職務の級等に
応じて5％～
15％の加算
を行う。 

１年に20日（新規採用の年は採用月に応じて定められ
た日数）与えられる。 
残日数は翌年に繰り越すことができる。（20日限度） 

負傷又は疾病により療養する必要があり、勤務しないこ
とがやむを得ないと認められる場合与えられる。（90日） 

特別な事由により職員が勤務しないことが相当である
場合に与えられる。 

配偶者、父母等の介護をするため、勤務しないことが相
当であると認められる場合に与えられる。 

(11) 特別職の報酬等の状況（平成19年4月1日現在） 

懲戒処分者数 分限処分者数 

4　研修の状況 

一般研修 

 

 

 

 

 

 

特別研修 

派遣研修 

接遇（クレーム対応） 

行政法 

意思決定セミナー 

課長研修 

課長補佐研修 

中堅職員研修 

職員接遇研修 

市町村アカデミー 

海外視察研修 

１２ 

２ 

１ 

３ 

６ 

３ 

３ 

２ 

１ 

（1）平成18年度に実施した研修の状況 

受講者数 研修区分 

5　職員の福祉及び利益の保護の状況 

（1）健康診断等の状況（平成18年度） 

区　　分 

受診者数 

定期健康診断 

189

人間ドック 

99

石綿検診 

２ 

4



 

人事行政の 
運営等の状況 

　平成18年度における潟上市の人事行政の運営等の状況について、
市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、その概
要をお知らせします。 
　なお、人事行政の運営等の状況は、市ホームページにおいてもご
覧になれます。 
　市ホームページ　http://www.city.katagami.lg.jp/ 

●お問い合わせは…潟上市総務課（1878－9801） 

1　職員の任免及び職員数の状況 

2　職員の給与の状況 

職　種 
採用 
者数 

定年 
退職 部　門 

区　分 職員数 対前年増減数 勧奨 
退職 

そ の 他  
退職者計 

普通退職 分限免職 懲戒免職 死亡退職 

一般行政職 

教育職 

計 

0 

0 

0

5 

1 

6

1 

0 

1

0 

0 

0

0 

0 

0

0 

0 

0

7 

1 

8

1 

0 

1

区　分 

 
18年度 

住民基本台帳人口 

(Ｈ19.3.31現在) 

人 

35,830

歳出額 

Ａ 

千円 

12,380,338

実質収支 

     

 千円 

 538,101

人件費 

Ｂ 

千円 

2,548,469

人件費率 

Ｂ／Ａ 

 ％ 

20.6

（参考） 

17年度の人件費率 

％ 

20.6

（1）平成18年度職員の採用・退職の状況　　　（単位：人） 

 

（1）人件費の状況（普通会計決算） 

区　分 

 
19年度 

職員数 

Ａ 

人 

307

給　 料 

千円 

1,106,880

職員手当 

千円 

174,891

期末･勤勉手当 

千円 

439,098

計   Ｂ 

千円 

1,720,869

給　　与　　費  一人当たり給与費 

Ｂ／Ａ 

千円 

5,605

（2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区　分 

一般行政職 

技能労務職 

平均年齢 

43.9  歳 

50.11 歳 

平均給料月額 

309,129 円 

260,214 円 

平均給与月額 

357,395 円 

282,767 円 

（3）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年4月1日現在） 

区　　　　分 

一般行政職 
大 学 卒 

高 校 卒 

高 校 卒 技能労務職 

初 任 給 

170,200円 

138,400円 

131,500円 

２年後の給料 

182,200円 

146,700円 

139,200円 

（4）職員の初任給の状況（平成19年4月1日現在） 

区　　　　分 

一般行政職 
大 学 卒 

高 校 卒 

高 校 卒 技能労務職 

　10年以上　 

15年未満 

255,672円 

 222,388円 

207,500円 

20年以上　 

25年未満 

         328,975円 

299,353円 

243,300円 

15年以上　 

20年未満 

282,225円 

250,230円 

205,050円 

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年4月1日現在） 

（3）定員適正化の取組 

市職員の定員適正化計画 
 　対象職員：全職員 
 　計画期間：平成17年度から平成26年度までの10年間 
 　縮減目標：340人（平成17年4月1日現在）を14％縮減し 
　　　　　　　291人とする 
 　縮減方法：退職者の補充を抑制する 

（注）１職員手当には退職手当を含みません。 
         ２給与費は当初予算に計上された額です。 

H18 H19 H18 H19

5 

74 

16 

0 

13 

4 

17 

129 

84 

26 

110 

239 

87 

0 

87 

0 

8 

7 

8 

23 

349

△1 

△8 

0 

0 

3 

0 

1 

△5 

△7 

△1 

△8 

△13 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

△13

0 

1 

0 

0 

△4 

1 

△2 

△4 

0 

△1 

△1 

△5 

△1 

0 

△1 

0 

1 

0 

2 

3 

△3

5 

73 

16 

0 

17 

3 

19 

133 

84 

27 

111 

244 

88 

0 

88 

0 

7 

7 

6 

20 

352

（2）部門別職員数の状況（各年４月１日現在　単位：人） 

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政 

福
祉
関
係 

特
別
行
政 

公
営
企
業
等 

議　　　会 

総　　　務 

税　　　務 

労　　　働 

農　林　水　産 

商　　　工 

土　　　木 

小　　　計 

民　　　生 

衛　　　生 

小　　　計 

 

教　　　育 

消　　　防 

小　　　計 

病　　　院 

水　　　道 

下　水　道 

そ　の　他 

小　　　計 

 総　合　計 

一般行政部門計 

（注）１「平均給料月額」とは、平成19年４月１日現在における各職種の職
員の基本給の平均です。 

　　　２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。 

5
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団
長
　
潟
上
市
長

石
川
光
男

こ
の
た
び
財
団
法
人
秋
田
県
市
町
村
振
興

協
会
が
主
催
す
る
「
平
成
19
年
度
秋
田
県
市

町
村
職
員
海
外
研
修
事
業
」
に
県
市
長
会
の

推
薦
を
受
け
、
研
修
団
団
長
と
し
て
参
加
の

機
会
を
い
た
だ
き
、
県
内
市
町
村
13
名
の
職

員
と
と
も
に
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
２
カ
国

を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

研
修
は
、
福
祉
問
題
、
さ
ら
に
は
環
境
問

題
に
つ
い
て
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
の
先
進
性
に
学
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。

●
ド
イ
ツ
・
リ
ン
ド
市
民
養
護
老
人
ホ
ー
ム

最
初
に
訪
問
し
た
ド
イ
ツ
の
リ
ン
ド
市
民

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
特
別
養
護
と
老
人
ホ

ー
ム
混
在
型
の
豪
華
な
近
代
的
医
療
施
設
の

感
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。「
高
齢
化
社
会
に

あ
っ
て
、
地
域
と
の
連
携
を
大
事
に
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え

ら
れ
、
入
所
者
向
け
の
楽
し
い
企
画
を
盛
り

込
ん
だ
集
会
な
ど
も
精
力
的
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
入
所
者
が
快
適
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
ぶ
り
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
介
護
保
険
制
度
を
含
め
て
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
が
福
祉
に

大
き
な
負
荷
を
か
け
て
い
る
と
い
う
現
状
も

伝
え
ら
れ
、
高
齢
者
福
祉
の
先
進
国
に
あ
っ

て
も
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

●
ド
イ
ツ
・
環
境
行
政

次
に
リ
サ
イ
ク
ル
先
進
国
ド
イ
ツ
の
、
Ｆ

Ｅ
Ｓ
社
を
訪
問
し
、
そ
の
成
り
立
ち
と
現
状
、

課
題
と
今
後
の
環
境
対
策
等
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
製

造
者
の
責
任
が
重
く
、
企
業
が
積
極
的
に
ご

み
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
整
然
と
し

た
街
並
み
に
、
社
会
全
体
が
循
環
型
社
会
の

形
成
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

●
イ
タ
リ
ア
・
私
立
チ
ャ
オ
ビ
ン
ビ
託
児
所

イ
タ
リ
ア
で
は
、「
育
児
は
母
親
や
家
族

の
仕
事
」
と
い
う
伝
統
的
な
家
族
観
が
影
響

し
て
か
、
国
・
自
治
体
か
ら
保
育
園
等
へ
の

援
助
は
な
い
も
の
の
、
園
の
運
営
に
尽
力
す

る
関
係
者
の
努
力
が
伺
え
ま
し
た
。

●
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
市
環
境
農
業
局

最
後
の
研
修
地
ロ
ー
マ
市
環
境
農
業
局
で

は
、
生
態
系
を
意
識
し
た
自
然
保
護
型
の

「
新
都
市
基
本
計
画
」
を
策
定
、
実
施
し
て

お
り
、
世
界
各
国
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
環

境
都
市
の
保
全
に
対
す
る
熱
意
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

農
業
視
察
で
は
、
日
本
同
様
、
後
継
者
不

足
が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
有
機
農
業
な
ど

の
付
加
価
値
農
業
の
推
進
を
行
政
と
と
も
に

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

●
異
文
化
・
社
会
も
「
ま
ち
づ
く
り
」
は

万
国
共
通

総
じ
て
今
回
の
研
修
先
に
お
い
て
感
じ
た

こ
と
は
、
そ
の
取
り
組
み
は
真
剣
か
つ
試
行

錯
誤
の
繰
り
返
し
の
中
で
今
日
に
至
っ
て
い

る
こ
と
。
そ
れ
ら
諸
施
策
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
と
負
担
等
の
現
実
的
課
題
へ
の
対
応
は
、

地
方
自
治
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
大
変
重
い

テ
ー
マ
で
あ
る
と
改
め
て
実
感
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

万
国
共
通
「
ま
ち
づ
く
り
の
心
」
は
同
じ

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
心
を
共

有
し
、
自
分
た
ち
が
置
か
れ
た
状
況
を
客
観

的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
も
、
海
外
に
目
を
向
け
る
ひ
と
つ
の
意

義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
、
私
た
ち
が
日
本
の
片
隅

で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
世
界
の
仲
間
と
問
題

意
識
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
、
ま
ち

づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
は
ど
こ
で
も
熱
意
に
満

ち
て
、
人
間
的
に
も
魅
力
的
で
あ
る
と
い
う

事
実
な
ど
か
ら
、
言
葉
も
通
じ
な
い
遠
い
と

こ
ろ
に
も
興
味
・
関
心
を
共
有
で
き
る
仲
間

が
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

同
時
に
自
分
た
ち
の
抱
え
て
い
る
状
況
と

は
ま
る
で
異
な
る
社
会
の
制
度
や
法
規
制
、

官
民
の
あ
り
方
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
考
え
て
い
た

制
約
を
、
ど
う
改
善
し
て
い
く
べ
き
か
、
と

い
っ
た
問
題
意
識
を
高
め
て
い
く
契
機
に
し

た
い
と
も
心
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
貴
重
な
研
修
の
機
会
を
糧
と

し
て
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
ほ
ど
研

修
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
研
修
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

秋田県市町村職員海外研修が、石川光男市長を団
長として、10月24日から11月２日までの日程で行
われ、本市から都市整備課の澤井潤主任が参加しま
した。
研修では、ドイツとイタリアの２カ国を訪問し、
さまざまな異国文化を体験してきました。
今号では、団長として参加した石川市長と澤井主
任の体験記を紹介します。

リンド市民養護老人ホームで最新機器を視察
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秋田県市町村職員
海外研修レポート

Germany

Italy

都
市
整
備
課

澤
井
　
潤

今
回
の
研
修
の
テ
ー
マ
は
高
齢
化
対
策
と

子
育
て
支
援
、
ゴ
ミ
処
理
対
策
。
ド
イ
ツ
と

イ
タ
リ
ア
の
２
カ
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

最
初
の
研
修
は
、
ド
イ
ツ
の
リ
ン
ド
市
民

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
視
察
訪
問
。
ド
イ
ツ
の

介
護
保
険
制
度
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
変
わ
り
な

く
、
少
子
高
齢
化
の
波
で
財
源
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
（
教
会
）
の

財
団
法
人
が
多
く
、
ホ
テ
ル
並
み
の
施
設
、

最
新
鋭
の
設
備
な
ど
が
充
実
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
と
の
大
き
な
違
い
は
、
施
設
運
営

の
労
働
力
が
介
護
士
の
ほ
か
、
一
般
や
高
校

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
非
常
に
大
き

い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
短
期
入

所
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
入
居
者

が
多
く
、
待
機
者
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
点
ド
イ
ツ
で
は
、
入
所
者
が
短
期
で
在

宅
復
帰
を
し
、
待
機
者
も
少
な
い
こ
と
に
違

い
を
感
じ
ま
し
た
。

次
の
研
修
は
、
環
境
保
全
の
先
進
国
ド
イ

ツ
の
Ｆ
Ｅ
Ｓ
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
会

社
は
、
１
９
９
６
年
に
市
が
51
％
、
民
間
が

49
％
の
出
資
で
設
立
さ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
市
内
全
域
の
ゴ
ミ
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
従
業
員
数
は
１
５
０
０
人
、
各
拠

点
に
収
集
車
を
点
在
さ
せ
一
人
あ
た
り
年
間

約
４
５
０
㎏
を
処
理
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
各

国
は
循
環
経
済
処
理
法
が
あ
り
、
生
ゴ
ミ
は

堆
肥
に
、
ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
際
に
出
た
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
処
理
施
設
付
近
の
住
宅

４
万
戸
に
供
給
す
る
な
ど
の
仕
組
み
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で

は
、
各
家
庭
や
集
合
住
宅
の
軒
先
に
ゴ
ミ
箱

（
コ
ン
テ
ナ
）
を
設
置
し
そ
れ
を
業
者
が
収

集
し
て
回
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い

て
、
一
般
家
庭
の
年
間
料
金
は
最
小
で
２
２

６
ユ
ー
ロ
（
日
本
円
約
３
万
７
千
円
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
潟
上
市
の
ゴ
ミ
袋
は
１
枚

33
・
３
円
、
年
間
で
は
約
４
千
円
程
度
と
な

る
た
め
、
か
な
り
割
高
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
内
を
散

策
し
て
ゴ
ミ
が
ど
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
の
か
を
検
証
し
ま
し
た
。
街
中
を
歩
い
て

み
る
と
至
る
所
に
ゴ
ミ
箱
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
ド
イ
ツ
は
環
境
大
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
、
ク
リ
ー
ン
さ
を
感
じ
た
国
で
あ
り
ま
し

た
。

●
ド
イ
ツ
を
後
に
イ
タ
リ
ア
へ
移
動

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
市
で
は
、
チ
ャ
オ
ビ

ン
ビ
託
児
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ミ
ラ
ノ
市

の
同
様
の
施
設
は
公
立
が
約
６
割
で
私
立
が

４
割
、
こ
の
施
設
は
現
園
長
の
母
親
が
開
業

し
た
私
立
の
施
設
で
す
。
園
児
数
は
40
人
程

度
で
職
員
は
10
人
で
、
施
設
は
き
れ
い
な
感

じ
で
は
あ
る
も
の
の
教
室
は
手
狭
で
校
庭
も

無
い
状
況
で
し
た
。
入
所
は
生
後
11
カ
月
か

ら
５
歳
ま
で
可
能
と
な
っ
て
い
て
、
利
用
料

金
は
３
歳
児
以
上
で
月
４
０
０
ユ
ー
ロ
（
日

本
円
で
６
万
６
千
円
）
そ
れ
以
外
は
６
０
０

ユ
ー
ロ
で
（
日
本
円
で
約
10
万
円
）
と
の
こ

と
で
そ
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
園
の
運
営
は
国
・
市
か
ら
の
補
助
金
も

無
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
価
格
に
な
っ
て
し

ま
う
と
の
こ
と
で
納
得
。
利
用
料
金
の
高
さ

か
ら
上
流
階
級
の
子
ど
も
た
ち
し
か
通
え
な

い
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
小
さ
い
頃
か
ら
授

業
に
英
語
を
取
り
入
れ
る
な
ど
驚
か
さ
れ
る

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
万
国
共
通
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
は
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

●
ミ
ラ
ノ
か
ら
ロ
ー
マ
へ
移
動

最
後
の
研
修
は
ロ
ー
マ
市
環
境
農
業
局
。

ロ
ー
マ
市
に
お
け
る
地
域
環
境
行
政
を
テ
ー

マ
に
研
修
を
し
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
市
は
面
積

１，

２
８
５
h
、
人
口
約
２
８
０
万
人
と
い

う
大
都
市
で
す
。
市
で
は
新
都
市
計
画
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
自
然
環
境
の
保
全

（
緑
地
保
護
）
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
市
の
面
積
の
約
３
分
の

２
を
開
発
で
き
な
い
地
域
と
し
て
、
自
然
環

境
や
遺
跡
の
保
全
に
努
め
、
人
と
自
然
、
遺

跡
が
共
存
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
自
然
保
護
地
区
（
公
園
）

が
市
内
に
は
19
カ
所
、
そ
の
面
積
は
４
０
０

h
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
に
責
任
者
を
置

き
単
独
で
管
理
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
効
果
と
し
て
ロ
ー
マ
市
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
一
番
多
様
な
植
物
が
存
在
し
、
自

然
環
境
の
保
全
に
成
功
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

ま
た
、
ロ
ー
マ
市
も
日
本
同
様
、
後
継
者

不
足
に
よ
る
農
業
離
れ
が
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
打
開
策

と
し
て
、
国
・
市
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
、

付
加
価
値
農
業
を
推
進
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
今
後
も
継
続
的
に
農
業
支
援
を
実
施
し

農
業
者
の
確
保
や
農
地
の
保
全
に
努
め
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
ロ
ー
マ
で
し
た
が
、
遺
跡

と
自
然
と
の
共
存
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
す
ば
ら
し
い
と
感
心
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
海
外
研
修
に
参
加
し
異
国

の
地
で
研
修
し
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分
自
身

の
財
産
と
な
り
、
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
を
今
後
の
業
務
に
生
か
せ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
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潟上市赤十字奉仕団
高齢者がだまこ鍋をつつきなが
ら交流
11月５日、潟上市飯田川赤十字奉仕団（委員長　小玉
喜久子）が、飯田川地区の70歳以上の一人暮らし高齢者
約30人を招き、飯田川公民館で「防災講座」を行いまし
た。
講座では、日赤県支部防災ボランティアリーダーの八

代千春さんが、９月の豪雨で被災した北秋田市でのボラ
ンティア活動について講演。続いて、日赤県支部の稲岡
一枝さんが、３年前の新潟中越地震の際に多く発生した
「生活不活発病」について講演し、日常生活でも体を動か
さないとこの病気になり、体が動かなくなると説明し、
手足を動かす簡
単な体操の紹介
が行われまし
た。
講演後は、団

員手作りのだま
こ鍋が振る舞わ
れ、参加者から
「とてもおいし
い」との声が上
がりました。

第3回潟上市野球大会
白熱した試合を展開
10月14日・21日・27日の３日間、長沼球場を主会場
に、第３回潟上市野球大会が開催され、市内の17チーム
が熱戦を展開しました。
最終日の決勝戦は、追分倶楽部とＭＢＣが対戦。２回
まで６点のリードを許していた追分倶楽部ですが、大会
最優秀選手に選ばれた鎌田雄大さんの投打に渡る活躍な
どで見事逆転し、８－６と第１回大会に続く２回目の優
勝に輝きました。

大会結果

優　勝　追分倶楽部
準優勝　ＭＢＣ
第３位　チーム誠・江川マリーンズ

潟上市環境巡視員
清掃活動と不法投棄やポイ捨て
の現状を情報交換
市では、自然環境の保全と不法投棄物の未然防止を目
指し、10月31日に「潟上市環境巡視員」によるクリー
ンアップと情報交換会を行いました。
環境巡視員など約30人が参加して、ポイ捨てが多く見
られるアクセス道路（昭和・男鹿半島インターチェンジ
から天王グリーンランド）の各取り付け道路を中心にク
リーンアップを行いました。
約２時間の活動に続いて行われた情報交換会では、日
頃のボランティア活動での情報交換と交流を深め、「木が
生い茂ったり、草
刈りがされていな
いところは、ごみ
が捨てられやす
い。ポイ捨て禁止
の啓発とごみを捨
てさせない環境づ
くりが重要だ」と、
住みよい生活環境
づくりを確認し合
いました。

潟上市連合婦人会
賢い消費者になるために

11月21日、平成
19年度潟上市連合婦
人会の３大事業のひ
とつ「消費者問題研
修会」が天王公民館
を会場に開催されま
した。テーマは「時
代に即した安全な消
費者生活を目指すこ
とを目的として」。
午前中は、連合婦

人会の活動目標でもある「ゴミの減量化」に関連して、
市役所生活環境課の伊藤充主査の講演があり、一人ひと
りの心がけが地球温暖化の防止につながるとの認識を深
め合いました。さらに午後からは県生活センター高橋智
香子主査の「悪徳商法」に関する講演が行われました。
最近は、消費期限や品質に関する偽装表示など安心、

安全な生活が脅かされるニュースばかりですが、参加し
た120人の会員にとっては賢い消費者になるための実り
ある研修会となりました。

▲婦人会のみなさんは
いつでもパワー全開です!!

▲ごみ袋がたちまちいっぱいになりました

見
事
逆
転
優
勝
し
た
追
分
倶
楽
部

の
み
な
さ
ん

▲手作りのだまこ餅は大好評でした

▼
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潟上市社会福祉大会
市民総参加による地域福祉の

充実を目指して
第３回潟上市社会福祉大会が、11月24日、「共に支え、
共にたすけあい、共にいきる　ふれあいのまちづくり」を
大会テーマに天王総合体育館を会場に行われました。
大会には、会員をはじめ、社会福祉関係者、市民など約
700人が参加。式典・表彰では、長年にわたりボランティ
ア活動や在宅介護に尽力されている個人・団体を表彰。
「福祉に関する標語」では、応募総数1,383点の中から大
久保小学校６年の菅原柚希さんの作品「しんせつは　さり
げなくする　やさしさで」が最優秀作品に選ばれたほか、
優秀作品10点を表彰しました。
講演では、横手市の辻田与五郎さんが「『笑いと健康』

血液型と人間関係」と題して講演。辻田さんは、それぞれ
の血液型の相関関係を軽快な口調で語り、会場は笑いに包
まれました。
その後、市内の園児や

小・中学生による発表、
社会福祉協議会職員によ
るコント、潟上市民歌な
どを合唱して心をひとつ
にし、地域福祉の充実を
確認し合いました。

天王支部芸術文化交流会
ともに学び、ともに楽しみ、

心豊かな活動を
11月18日、潟上市芸術文化協
会天王支部が主催する「芸術文
化交流会（学習発表会）」が、天
王公民館で開催されました。
当日はみぞれが降る寒い日と

なりましたが、25団体約150人
が参加し、それぞれが日頃の練
習の成果を発表しあい、終始な

ごやかな雰囲気の中、交流がはかられました。
また、昭和新関地区に伝わる郷土芸能「新関ささら」が
披露されると、めずらしい舞に会場は大いに盛り上がり、
郷土芸能を継承していくことのむずかしさ、大切さに共感
する会員のみなさんから大きな拍手が寄せられました。

中村征夫さんふるさとで講演
海が悲鳴をあげている

水中写真家として大活躍
の中村征夫さん（昭和大久
保出身）の講演会が、11月
17日、昭和体育館で開催さ
れました。これは、昭和飯
田川ロータリークラブ（会
長　渡部久男）の創立40周
年記念事業の一環として開
催されたもので、会場は地

元の小中学生や地域住民約900人で埋め尽くされました。
『世界の海中２万７千時間、水中からのメッセージ』

と題し、中村さんが撮影した海の写真をスクリーンで紹
介しながらの講演です。「海に潜ってみないと海が悲鳴を
あげているのに気がつかない。地球温暖化の影響でサン
ゴは死に、サンゴと共に生きている魚も死ぬ。このまま
だと30年でサンゴは全滅し、150年で地球は滅びる。自
然を壊したのは人間、しかし守れるのも人間です。一人
ひとりが力を合わせれば自然はあっという間によみがえ
り、海もよみがえる。家族が協力し、少し気をつけるだ
けで地球の温暖化防止につながります。みんなで地球を
守りましょう」と訴えました。
ふるさとが大好きでふるさとをとても大切に思ってい
る中村さんの思いがひしひしと伝わってくるすばらしい
講演会となりました。

▲会場は終始笑い声がひびいて
いました

石川翁顕彰短歌大会
80人が参加し翁を偲ぶ
石川翁顕彰会主催による「第
13回石川翁顕彰短歌大会」が
11月10日、昭和公民館で開催
されました。この大会は、石川
理紀之助翁生誕百年記念の顕彰
事業として平成７年から毎年開
催されています。
大会では、秋田県歴研協会会
長・田口勝一郎氏が「人の子の
親・石川翁を偲ぶ『ゆめのあと』にふれて」の演題で講演
を行い、続いて、県内各地から応募された作品（一般90、
ジュニア129）の選評、表彰が行われました。
翁の和歌への熱い思いを継承することが目的のこの大

会。ジュニア（中学生）の部では菅原優菜さん（羽城中１
年）の作品『空の下向日葵伸びる太陽へぼくはどこまで大
きくなれる』が最優秀賞に選ばれました。

市老人クラブ連合会昭和支部女性委員会
昭寿苑を訪問交流
９月26日、潟上市老人クラブ連合会昭和支部女性委員

会（会長　高橋玉枝）の会員17人が、特別養護老人ホー
ム「昭寿苑」を訪れ、日ごろ趣味として取り組んでいる歌

や踊りを披露し、入所者に
「かぜなど引かずに元気で長
生きしてください」と声を掛
け励ましました。
また、会員が心を込めて縫
った清拭タオル100本を寄贈
し、入所者から喜ばれました。

▲天王地区では、はじめて
「ささら」を見る人も多く
拍手かっさいでした

▲短歌を詠むということは豊か
な心があればこそ…ですね

▲会員17人が得意の歌を披露

▲中村さんがスクリーンを
見ながら講演
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五城目地区交通安全協会
追分分会　交通死亡事故
ゼロ1000日達成
五城目地区交通安全協会出戸地区追分分会

（会長　高橋敏子）が、同エリア内で「交通死亡
事故ゼロ1000日」を達成したことを記念して、
11月17日、勤労青少年ホームで祝賀会が開かれ
ました。
はじめに高橋会長が「今後もみなさんの協力

により、2000日、3000日と交通死亡事故ゼロ
記録を達成していきたい」とあいさつ。続いて
行われた佐藤義和五城目警察署交通課長による
記念講話では、今年起きた管内における高齢者
の死亡事故の状況を例にあげ、歩くときや運転
するときの注意点などに出席者は熱心にメモを
取ったり耳を傾け、交通死亡事故ゼロ記録更新
のために誓いを新たにしました。

追分西緑町町内会アルミ缶回収
リサイクルで地域の輪が広がっています
追分西緑町町内会（会長　市井治夫）で
は、町内会の事業としてアルミ缶のリサイ
クル回収を行っており、今年で３年目にな
ります。約70世帯が、それぞれの家庭で
分別したアルミ缶を集会所に持ちより、そ
れを子ども会の会員17人が交代で処理し
ます。かさばらないように足で踏みつぶし、
大きな袋に入れる作業はなかなか重労働で
す。
集めたアルミ缶は、業者に回収にきてもらい、代金は町内会から
活動費として子ども会へ渡されます。地域が一体となって取り組ん
でいるリサイクルの輪。ゴミの減量にもつながるし、いいことづく
めです。 ▲熱心に話に聞き入る出戸地区追分分会のみなさん

▲今年は国体のおかげでアル
ミ缶の量がかなり多いそう
です

●
羽
城
中
学
校

《
個
　
人
》

柔
道
男
子
90
㎏
超
級

優
　
勝
　
照
井
　
康
太

柔
道
男
子
66
㎏
級

準
優
勝
　
桜
庭
　
正
義

柔
道
女
子

準
優
勝
　
菅
原
　
陽
南

●
天
王
中
学
校

《
団
　
体
》

柔
道
男
子
　
第
３
位

柔
道
女
子
　
準
優
勝

《
個
　
人
》

柔
道
男
子
55
㎏
級

第
３
位
　
三
浦
　
雄
馬

柔
道
男
子
90
㎏
超
級

第
３
位
　
中
嶋
　
航
大

柔
道
女
子
57
㎏
級

準
優
勝
　
真
壁
　
千
佳

柔
道
女
子
63
㎏
級

第
３
位
　
加
藤
　
夏
美

柔
道
女
子
70
㎏
超
級

準
優
勝
　
桜
庭
　
奈
緒

●
天
王
南
中
学
校

《
団
　
体
》

剣
道
女
子
　
優
　
勝

ラ
グ
ビ
ー
　
第
３
位

《
個
　
人
》

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝
　
菅
生
　
愛
也

陸
上
男
子

共
通
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

第
５
位
　
真
壁
　
幸
一

共
通
走
り
高
跳
び

第
４
位
　
成
田
　
竜
也

第
５
位
　
近
藤
　
諒
太

陸
上
女
子

共
通
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

優
　
勝
　
嶋
崎
　
恭
子

先
ご
ろ
、
秋
田
県
中
学
校
秋
季
大
会
が
県
内
各
地
を
会
場
に
行
わ
れ
、
本
市

各
校
の
生
徒
た
ち
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
ベ
ス
ト
８
以
上
を
掲
載
、
敬
称
略
）

秋
田
県
中
学
校
秋
季
大
会

秋
田
県
中
学
校
秋
季
大
会
 

秋
田
県
中
学
校
秋
季
大
会

秋
田
県
中
学
校
秋
季
大
会
 

秋
田
県
中
学
校
秋
季
大
会
 

菅原　勝雄
か つ お

さん

（昭和大久保・72歳）

昭和54年から旧昭和町体育指導
委員として、地域の社会体育の推進、
生涯スポーツの振興に尽力されてい
ます。おめでとうございました。

全国体育指導委員功労者表彰を受賞
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12月の市長の動き 12月の市長の動き 12月の市長の動き 

10月分 市長交際費 

 

※日程が変更になる場合があります。 

 

ようこそ市長室へ 
ようこそ市長室へ 

12月20日（木） 10時～12時 天王地区 
 13時～15時 昭和地区・飯田川地区 
●お申込み・お問い合わせは… 
　　　　　潟上市市長公室（1878－9802） 

 今月の市長面会日「ようこそ市長室へ」と「市
長の動き」の日程、「市長交際費」をお知らせ
します。 　市では、市長が市民のみなさまと直接お会いし、広くご

意見・ご提言をいただき市民参加のまちづくりを進めて
いくことを目的に「市長面会日～ようこそ市長室へ」を開
設しています。 
　面会を希望する方は、12月12日（水）15時まで、
お名前・連絡先・面会内容をお申し出ください。 

　市長交際費は、行政の円滑な執行を図るため、市長等が市を
代表してまたは市の利益を図るために、外部との交際上必要
とされる経費です。 
　市長交際費支出状況の概要をお知らせします。 

 項　目 　　　　  内　　訳  　　　　 　件　数　　金　額 
 弔　慰 香典等 0 0円 
 見　舞 災害事故等のお見舞い ０ 0円 
 御　祝 （各種行事等の御祝い） １５  163,956円 
 
 
 
 
 

 接　遇   ０ 0円 
 合　計   １５ 163,956円 

５日：県レスリング協会主催「秋
田わか杉国体」レスリング競
技会“歓迎の夕べ”、６日：学
童野球大会、13日：学童相撲
大会、20日：ふるさと飯田川会、
27日：ふるさと昭和会 ほか 

市政に関する意見交換会など 

※弔慰（市功労者、現職市議等への香典、生花） 

●お問い合わせは… 
　潟上市市長公室（1878－9802） 

 １日（土） 第３回潟上市青少年健全育成大会 

  追分西3町内民泊協力会解散会 

 ２日（日） 児玉老人クラブ秋田県知事賞受賞祝賀会 

 ３日（月） 民生委員・児童委員委嘱状交付式 

 ４日（火）
 秋田県市町村総合事務組合臨時議会 

  潟上市農業委員との懇談会 

 ５日（水） 潟上市議会定例会 

 
８日（土）

 まちづくりシンポジウムｉｎかたがみ 

  天神下お達者クラブ物故会員合同慰霊法要 

 20日（木） 市長面会日 

 
21日（金）

 昭和飯田川商工会・天王商工会合併契約調印式 

  男鹿地区消防一部事務組合議会定例会 

 26日（水） 男鹿地区衛生処理一部事務組合議会定例会 

配偶者暴力防止法が平成20年１月11日から変わります。
保護命令制度の拡充、市町村に対する基本計画策定の努力
義務等を定めた、配偶者暴力防止法の一部改正法が、平成19
年通常国会で成立し、７月11日に公布されました。
○改正の主な内容
保護命令制度の拡充
１．生命または身体に対する脅迫を受けた被害者に係る保護命令
２．電話等を禁止する保護命令
①面会の要求
②行動の監視に関する事項を告げること等
③著しく粗野・乱暴な言動
④無言電話、連続しての電話・ファクシミリ・電子メール
（緊急やむを得ない場合を除く）
⑤夜間（22時～６時）の電話・ファクシミリ・電子メール
（緊急やむを得ない場合を除く）
⑥汚物・動物の死体等の著しく不快または嫌悪の情を催さ
せる物の送付等
⑦名誉を害する事項を告げること等
⑧性的羞恥心を害する事項を告げること等または性的羞恥
心を害する文書・図画の送付等

３．被害者の親族等への接近禁止命令

市町村基本計画の策定の努力義務
配偶者暴力相談支援センターに関する改正
１．市町村による配偶者暴力相談支援センター設置の努力義務
２．被害者の緊急時における安全の確保を配偶者暴力相談支
援センターの業務として明記

裁判所から配偶者暴力相談支援センターへの保護命令発令の通知
●お問い合わせは…
県健康福祉部子育て支援課（1８６０－１３４５）
内閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイト

（http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.htm）を開設して
います。

― 配偶者暴力防止法の改正について ―

配偶者からの暴力
ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

【最寄の相談窓口】

●秋田県女性相談所（1835－9052）

8０１２０－７８３－２５１
（月曜日～金曜日：8時30分～21時、土・日曜日、祝日：9時～18時）

●秋田地域振興局福祉環境部（1855－5171）

（月曜日～金曜日：８時30分～17時15分）

●お問い合わせは…潟上市社会福祉課（1855－5112）／潟上市市長公室（1878－9802）
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身
近
で
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住
民
税
）

へ
の
「
税
源
移
譲
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
平
成
19
年
１
月
か
ら
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
分

６
月
か
ら
住
民
税
が
増
え
て
い
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が

減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年

度
の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場
合
、
平
成
20
年
３

月
17
日
ま
で
に
、
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
「
市
町
村
民
税

道
府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所得税から住宅ローン
控除額を引ききれ 
なかった方 

申告期限　平成20年3月17日まで 
●お問い合わせは…潟上市税務課（1878－9803） 

控除しきれなかった分は 
住民税（所得割）から控除されます 
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中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

桜
庭
　
舞ま

い

さ
ん
（
羽
城
中
）
が

東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
賞
を
受
賞

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
に
よ

る
、
平
成
十
九
年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
で
、
桜
庭
舞
さ
ん
（
羽
城
中
一

年
）
の
作
文
「
確
か
な
未
来
へ
の
投
資
」
が
、

東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
に
輝

き
、
十
一
月
二
十
一
日
、
潟
上
市
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
会
長
の
田
口
昇
さ
ん
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
に
は
、
潟
上
市
内
の
中
学
校
か

ら
百
三
十
二
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

桜
　
庭
　
　
　
舞
（
羽
城
中
一
年
）

◎
秋
田
北
税
務
署
長
賞

村
　
山
　
創
　
一
（
天
王
中
三
年
）

◎
秋
田
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

越
　
後
　
智
　
恵
（
天
王
中
一
年
）

樋
　
渡
　
拓
　
也
（
天
王
南
中
三
年
）

門
　
間
　
万
有
香
（
羽
城
中
一
年
）

桜庭　　舞さん
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現在の老人保健制度が平成20年３月で廃止され、平成20年４月から新たに「後期高
齢者医療制度」に変わります。
75歳以上の方（一定の障害がある65歳以上の方を含む）は、現在加入している健康
保険（国民健康保険や社会保険、健保組合、共済組合など）の資格から抜け、「後期高
齢者医療制度」へ加入し、新たな後期高齢者医療の保険証を個人（被保険者）で持つこ
とになります。
老人保健制度の医療費の負担割合や給付等は変わりませんが、新たに保険料を納めて
いただくことになります。（下記参照）
また新たに、１年間分の介護保険サービスの利用料と医療費の自己負担額を合算して、設定された基準額を超
えた場合、申請により超えた分が「高額介護合算療養費」として支給されます。

７５歳以上の方は 
　新たに保険料を納めて 
　　　　　　いただくことになります 

７５歳以上の方は 
　新たに保険料を納めて 
　　　　　　いただくことになります 

７５歳以上の方は 
　新たに保険料を納めて 
　　　　　　いただくことになります 

７５歳以上の方は 
　新たに保険料を納めて 
　　　　　　いただくことになります 

～平成20年４月から後期高齢者医療制度が始まります～ 

（一定の障害がある６５歳以上の方を含む） 
 

１割（現役並所得者は３割） 

各保険者による 

左に同じ 

５万円 

老人保健 
～平成２０年３月 

 

後期高齢者医療 
平成２０年４月～ 

 
運　営　主　体 

対 象 と な る 人  
 

対 象 と な る 時  
 

保　　険　　証 

保　　険　　料 

医療費の自己負担 

葬 祭 費（ 死 亡 ） 

市町村の老人保健制度 

75歳以上の方（一定の障害がある 
65歳以上の方を含む） 
 

秋田県後期高齢者医療広域連合 
（県内全市町村が加入） 

左に同じ 
 

75歳の誕生月の翌月から 

国民健康保険、政管健保、 
健保組合、共済組合等の保険証 

加入している医療保険に各自納付。 
（健保組合等の被扶養者を除く） 

75歳の誕生日から 

「後期高齢者医療制度」独自の 
保険証 

後期高齢者全員が納付。原則として 
年金から天引き 
 

■保険料
県内の後期高齢者の医療にかかる費用から自己負担を除いた分を、国・県・市町村で５割、現役世代（74歳以下）で４

割を負担し、残りの１割を後期高齢者全員が保険料として納付（負担）します。

保険料は、１人当たりいくらと決められる「均等割額」と、所得に応じて決められる「所得割額」の合計となり、広域

連合で決められ、県内統一の均等割額と所得割率になります。社会保険等の被扶養者で

今まで自分で保険料を払っていなかった方も全員保険料を納付します。

保険料の納付方法は、原則として年金（年額18万円以上）から天引きされます（特別

徴収）。年金額が年額18万円未満の方や、介護保険料と後期高齢者医療保険料の合算額が

年金受給額の２分の１を超える方は、市から送付される納付書により個別に納めます

（普通徴収）。
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◎保険料の計算方法
後期高齢者医療保険料（年額）は、対象者の所得に応じ
て負担いただく所得割と、対象者に等しく負担いただく均
等割との合計額（100円未満切捨て）になります。
どんなに所得が高い方でも、保険料の上限額は50万円で
す。
所得割の額は、対象者本人の基礎控除後の総所得金額等
をもとに計算されます。

【秋田県後期高齢者医療保険料率】

※平成20年４月から平成22年３月末までの２年間、所得
割率・均等割額は原則変わりません。

◎保険料の軽減措置
所得が低い方に対する軽減措置があります。
これは次の基準にしたがい、均等割額を７割・５割・２
割の区分で軽減します。
・７割軽減…基準額(注１)≦基礎控除額（33万円）
・５割軽減…基準額≦基礎控除額（33万円）＋24.5万円

×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）
・２割軽減…基準額≦基礎控除額（33万円）＋35万円

×被保険者数
（注１）基準額とは同一世帯内の被保険者及び世帯主の総

所得金額等をもとに設定します。
※国民健康保険税と同様、当分の間、年金収入につき公的
年金等控除を受けた方について、高齢者特別控除（総所
得金額から15万円を控除）を適用します。

★国保以外の社会保険等の被扶養者であった方は、２年
間均等割が５割軽減されますが、平成20年4月から
9月までの6ヵ月間は無料となり、10月から平成21年
3月までの6ヵ月間はさらに９割軽減されます。

★各市役所庁舎及び追分出張所の窓口にパンフレットを置
いてあります。
★保険料の具体的な例示については、制度施行前に再度広
報にてお知らせします。

●お問い合わせは…
潟上市市民課（1877－7801）
秋田県後期高齢者医療広域連合（1838－0610）

第１回秋田県レディースグラウンド・
ゴルフフェスティバル

中嶋永惠
な が え

さん（飯田川）が
初代チャンピオンに

９月23日、秋田太田奥羽グラウンド・
ゴルフ場で開催された第１回秋田県レデ
ィースグラウンド・ゴルフフェスティバ
ルで、中嶋永惠さん（飯田川飯塚）が、

見事総合優勝を果たしました。中嶋は３コース24ホールで
52（ホールインワン３）のスコアで、同大会の初代チャン
ピオンに輝きました。

大会の結果をお知らせします（敬称略）

秋田県長距離カーニバル
（八橋陸上競技場／10月28日）

４年800ｍ　優　勝　佐々木彩乃（追分ＲＣ）

平成19年度（第37回）県民スポーツ大会
○バレーボール（森吉総合体育館／９月２日）

女子の部　第３位

○バスケットボール（河辺体育館ほか／９月22日・23日）

女子の部　第３位　天王はまなす

○ソフトテニス（大曲総合公園テニスコート／９月２日）

女子の部　第３位

○相撲（県立武道館相撲場／10月14日）

団体の部　準優勝

個人の部　優　勝　鈴木　康記

○柔道（県立武道館柔道場／８月26日）

第３位

○グラウンドゴルフ（薫風苑グラウンドゴルフ場／７月８日）

女子の部　優　勝　渋谷キミエ

第3回潟上市9人制バレーボール大会
（天王総合体育館／11月４日）

男子の部

優　勝　ＣＹＮ

準優勝　藤原記念病院

最優秀選手賞　佐藤　　陽（ＣＹＮ）

女子の部

優　勝　追分フレンズ

準優勝　桜庭プロデュース

最優秀選手賞　原田　昌子（追分フレンズ）

平成20年４月から平成21年３月までの一年間窓口
負担が１割に据え置かれ、平成21年４月から２割負担
となります。
（注１）既に３割負担を頂いている方や後期高齢者医療制

度の対象となる一定の障害がある方は除きます。

70～74歳（注１）の方の窓口負担について

所得割率 均等割額

7.12％ 38,426円
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どもたち 

潟上市の子育てに関する情報
を紹介するコーナーです

潟上市の子育てに関する情報
を紹介するコーナーです

若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
さ
れ
た
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
親
子
で
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
を
し
た
り
、
親
同
士
の
交

流
の
場
と
し
て
「
親
子
遊
び
の
ひ

ろ
ば
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
子
育

て
に
関
す
る
相
談
も
受
け
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援
・

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

市
内
で
活
動
し
て
い
る
育
児
サ

ー
ク
ル
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
絵

本
や
遊
具
な
ど
の
貸
し
出
し
を
し

た
り
、
必
要
に
応
じ
て
育
児
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～出戸幼稚園開放～

こっこちゃん広場
内　容 おにいさんやおねえさんに拍手！
と　き 12月13日（木）10時～11時30分
ところ 出戸幼稚園（1878－4420）

～天王地区保育園開放～

らっこちゃん広場
内　容 作って遊びましょう
と　き 12月12日（水）10時～11時
ところ 追 分 保 育 園（1873－5159）

二 田 保 育 園（1878－3100）
湖 岸 保 育 園（1878－2230）
追分乳児保育園（1873－2023）

園開放のお知らせ
幼稚園や保育園にまだ入っていないお子さんを対
象に、市の幼稚園・保育園を開放します。
絵本の読み聞かせや体操、遊具遊びなどを体験し
たり、自由に園内を散策したりします。また、保護
者同士の交流も楽しめます。
保護者の方は、お子さんと一緒にお気軽にお近く
の園に遊びに来てください。事前の申込みは必要あ
りません。詳しいことは各園にお問い合わせくださ
い。

　昭和東保育園児が、ブルーメッセあきた前で交通安全を呼び掛け
ました。警察官の制服、似合ってるよ！ 
　昭和東保育園児が、ブルーメッセあきた前で交通安全を呼び掛け
ました。警察官の制服、似合ってるよ！ 

安全運転お願いします！ 安全運転お願いします！ 

◎と　き 月曜日～金曜日　９時30分から14時30分まで開放しています
◎ところ 若竹幼児教育センター
◎持ち物 おやつ、飲み物、おしぼり、着替え、オムツ、汚れ物を入れるビニール袋、

必要な方は昼食

と　き 内　　　容　

12月13日（木）
子どもと一緒にクリスマスツリーを作りましょう！

10時～
（材料はセンターで準備します。飾り付けのシールなどがあり
ましたら持参してください）

12月21日（金）
若竹幼児教育センタークリスマス会

10時～
参加希望の方は12月13日（木）まで、若竹幼児教育センターへ
ご連絡ください。
参加費 500円（当日徴収）

※車でお越しの方は、飯田川ふれあいスポーツ会館前の駐車場をご利用ください。
◎お問い合わせは…若竹幼児教育センター（1877－4050）

12月「親子遊びのひろば」

今月のあそ
び
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健 康 課 からお知らせ
●お問い合わせは…
潟 上 市 健 康 課 （1855－5115）
天 王 保 健 セ ン タ ー （1878－6570）
飯田川保健福祉センター （1855－5180）

※母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。ア
ンケートはしっかり記入しましょう。

☆受け方：生後３ヵ月～７歳半未満までに、６週間以上の間隔
をあけて２回投与します。

☆持ってくるもの：母子手帳・予診票（予診票はしっかり記入
しましょう）

乳幼児健診日程表 
 

受付：12時30分～13時  

●４ヵ月児健診  平成19年７月生 
 12月 ５日（水） 飯田川保健福祉センター 
●７ヵ月児健診  平成19年４月生 
 12月11日（火） 飯田川保健福祉センター 
●10ヵ月児健診  平成19年１月生 
 12月 ４日（火） 飯田川保健福祉センター 
●１歳半児健診  平成18年５月生 
 12月12日（水） 天王保健センター 
●２歳半児歯科健診 平成17年５月生 
 12月19日（水） 昭和公民館（連絡は健康課まで） 
●３歳半児健診  平成16年５月生 
 12月20日（木） 天王保健センター 

市で１0月に３歳半児健診を受けた18人中、むし歯のな
かった子どもは13人でした。
むし歯のないきれいな歯をいつまでも大切にしましょう。

予防接種日程表 
 

　　と　き　　　　　　　　と　こ　ろ 
12月 ６日（木）　　飯田川保健福祉センター 
12月18日（火）　　天王保健センター 

●ポリオ　　受付：13時～13時45分 

育児教室のお知らせ

市では、お子さんをお持ちの方を対象に育児教
室を行います。
教室の間は、ボランティアや子育てサポーター
がお子さんのお世話をします。

★ピヨピヨ＆のびのび教室
（乳幼児のお子さんをお持ちの方が対象です）
と　　き　12月13日（木）10時～12時

（受付時間　９時45分～10時）
と こ ろ　飯田川保健福祉センター
内　　容　いざ！というときに役立つ子どもの救急法

講師：子どものファーストエイド普及
協会 NPO団体 ACFI(アクフィ)
代表　佐々木　理佳氏

持 ち 物　お子さんのお世話に必要なもの
定　　員　15組　
申込期限　12月10日（月）
●お申込み・お問い合わせは…

潟上市健康課（1855－5115）

★のびのび教室
（1歳以上のお子さんをお持ちの方が対象です）
と　　き　12月10日（月）10時～12時

（受付時間　９時45分～10時）
と こ ろ　飯田川保健福祉センター
内　　容　おいしい＆ヘルシー！子どものおやつ

クッキング♪
持 ち 物　エプロン・三角巾、おしぼり

お子さんのお世話に必要なもの（ある
方はおんぶひも）

定　　員　15組
申込期限　12月６日（木）
●お申込み・お問い合わせは…

潟上市健康課（1855－5115）保健福祉センター
開放日・育児相談日

保健福祉センターを子どもの遊び場と保護者
同士の交流の場として開放しています。
自由に遊ぶことができますので、ご利用くだ

さい。
また、★印のついている日は、保育士・栄養

士・保健師が育児相談に応じています。
時間は10時～12時です。

　　と　き 　　 　　　　 と　こ　ろ 
12月 ３日（月） 　天王保健センター 
12月 14日（金） 　飯田川保健福祉センター 
12月 17日（月） ★天王保健センター 
12月 21日（金） 　飯田川保健福祉センター 

鐙　　　直　樹さん
伊　藤　咲　弥さん
伊　藤　壮　輝さん
小野崎　　　光さん
鎌　田　蒼　史さん
児　玉　　　優さん
佐々木　杏侑乃さん

佐　藤　夢　真さん
山王丸　叶　理さん
菅　原　萌　生さん
鈴　木　　　駿さん
芳　賀　凜　翔さん
船　木　美　空さん
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潟上市教育委員会生涯学習課
（1877－7805 5877－3800）

天
王
地
区
文
化
祭
が
、
十
月
二

十
七
日
・
二
十
八
日
の
両
日
、
天

王
公
民
館
と
図
書
館
、
天
王
保
健

セ
ン
タ
ー
、
天
王
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
民
に
よ
る
絵
画

や
生
け
花
、
盆
栽
や
陶
芸
を
は
じ

め
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
絵
画
や

書
道
な
ど
の
力
作
・
秀
作
一
、
〇

八
〇
点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
多

く
の
市
民
が
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

二
十
七
日
、
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

交
流
発
表
や
百
人
一
首
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
開
か
れ
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
み
せ
た
ほ
か
、
会
場
内

に
設
け
ら
れ
た
民
俗
資
料
展
示
や

婦
人
会
バ
ザ
ー
、
食
べ
物
コ
ー
ナ

ー
で
も
多
く
の
市
民
が
秋
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
十
八
日
、
天
王
公
民
館
で
は

各
種
団
体
に
よ
る
発
表
会
が
行
わ

れ
、
大
正
琴
や
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、

民
謡
な
ど
、
多
彩
な
発
表
に
会
場

を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
目
を
奪
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
で
は
、
童
話
の

会
主
催
の
お
話
の
広
場
を
は
じ
め
、

切
手
展
、
名
画
劇
場
が
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
お
も
と
・
盆
栽
展

な
ど
、
終
日
に
わ
た
り
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民

が
芸
術
・
文
化
の
秋
を
体
感
し
て

い
ま
し
た
。

日ごろの活動の成果を披露 日ごろの活動の成果を披露 

力作に見入る来場者 

婦人会バザー 婦人会バザー 茶道コーナー 茶道コーナー 

おもと・盆栽展 おもと・盆栽展 食事も楽しみのひとつ 食事も楽しみのひとつ 

力作に見入る来場者 

家
庭
教
育
講
演
会
in

東
湖
小
学
校

地
域
で
の
子
育
て
を考

え
合
う

十
一
月
十
四
日
、
天
王
公
民
館
『
子
育
て
母

親
教
室
』
と
東
湖
小
学
校
の
共
催
で
家
庭
教
育

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
東
湖
小
学
校
図
書
室
に
は
、

子
育
て
を
す
る
親
な
ど
総
勢
五
十
五
人
の
参
加

者
が
集
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
東
湖
小
学
校
の
加
賀
谷
か
を
る

校
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
非
営
利
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
み
な
さ
ん
が
、「
子
ど
も

が
暴
力
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
の
方
法
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
寸
劇
を
交
え
な
が
ら
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

講
演
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で
家
庭
教
育

に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は

「
難
し
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、
寸
劇
を
交
え
る
な

ど
し
て
大
変
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
子
ど
も
に

は
、
自
分
が
信
頼
・
共
感
を
し
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
安
心
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
あ
げ
な
け
れ

ば
と
思
っ
た
」
な
ど
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。社

会
が
子
育
て
や
家

庭
教
育
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
親
・
子
・
家

庭
を
応
援
し
て
い
く
き

っ
か
け
に
な
る
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。
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生 涯 学 習 課 12月 
※今月の公民館の休館日　10日（月）

昭和公民館（1855－5130）

●湖南大学　20日（木）９時～

●のびのび子育て講座 12日（水）10時～

●すっきり女性セミナー 13日（木）10時～

●ほうかご元気塾

〔水よう元気塾〕会場：レイクプラザ昭和

12日（水）15時～

〔木よう元気塾〕会場：豊川地区館

６日（木）15時～

●土よう日元気塾 ８日（土）10時～

●元気アップ健康教室 ６日（木）13時～

飯田川公民館（1877－6744）

●ことぶき大学園

〔普通科〕芸術鑑賞・忘年会

20日（木）９時30分～

〔軽スポーツ科〕６日・27日（各木曜日）

10時～ふれあいスポーツ会館

〔書道科〕11日・25日（各火曜日）10時～

●英会話教室 〔初級〕６日（木）18時30分～

●絵手紙 18日（火）10時～

●少年少女発明クラブ ８日（土）13時30分～

●子育て教室 『バランスボールエクササイズ』

13日（木）10時～

天王公民館（1878－4111）

●お茶の間サロン

７日・14日・28日（各金曜日）９時～

●潟上市民講座 20日（木）19時～

●はまなす女性学級 19日（水）10時～

●松寿大学 13日（木）10時～

●子育て母親教室 ５日（水）10時～

追分地区児童館（1873－4889）

●クリスマス会 15日（土）10時～

●クリスマスケーキ教室 15日（土）13時～

●年末そうじ大会 26日（水）14時～

※上記は行事の紹介で、募集のための掲載ではあり

ません

潟上市民講座 参加者募集
今回は歯周病予防と口腔内清掃についての講座を開催します。
歯周病とは、歯についた歯石や歯垢（歯周病菌）が原因と
なって、歯ぐきや歯の周りの骨に炎症を起こす病気です。放
っておくと命にかかわるような病気を引き起こすこともあり
ます。

※参加希望の方は必ず天王公民館までご連絡ください。

●と　き　12月20日（木）19時～
●ところ　天王公民館（参加無料）
●テーマ　「歯の健康」
●講　師　県健康推進課（あきた県庁出前講座）
●定　員　50人
●お申込み・お問い合わせは…天王公民館（1878-4111）

「潟上市書道展覧会」の作品を募集します

平成19年潟上市書道展覧会の作品を募集します。応募のあ
った作品は、審査員が審査（金賞、銀賞、銅賞）のうえ、昭
和公民館に展示します。
潟上市在住の書道愛好者ならどなたでも応募できます。課
題内容を確認のうえ、ご応募ください。

〈応募作品の課題〉

■半紙の部
幼児…課題自由　　　　　　　　中学１年…信念
小学１年…かく　　　　　　　　中学２年…勇気
小学２年…かぜ　　　　　　　　中学３年…決意
小学３年…大空　　　　　　　※中学生はすべて行書
小学４年…年月
小学５年…元気　　　　　　　　高校生…暖光
小学６年…平和　　　　　　　　一　般…風花
※幼児、小学生はすべて楷書　　※書体は自由
■条幅の部　書体・課題は自由
●応募期限
応募作品は、12月20日（木）まで、「作品受付用紙」に住
所、氏名、学年等を明記し、昭和公民館に提出してください。
●お問い合わせは…昭和公民館（1855－5130）

『クリスマスお話会』
を開催します

童話の会による『クリスマスお話会』を開催します。
毎年好評のサンタのお話や、トーンチャイムによる演奏な
どをお楽しみください。

●と　き　12月15日（土）13時30分～

●ところ　潟上市図書館（幼児コーナー）

●お問い合わせは…潟上市図書館（1878－6688）
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水道の利用開始・中止の届出はお早めに!水道の利用開始・中止の届出はお早めに!水道の利用開始・中止の届出はお早めに!
　水道の利用開始・中止の際は、３日前（土・日曜日、
祝日は作業に回りません）までにご連絡ください。 
また長期不在の場合もご連絡ください。 
　届出が無い場合は、料金がそのまま請求され
ますので、ご注意ください。なお、住民異動届と
は別の手続きになりますので、直接水道課にご
連絡ください。 
●お問い合わせは…潟上市水道課（1855－5123） 

修理は潟上市指定業者へ依頼してください。 

水道のこんなときどうする 水道のこんなときどうする 水道のこんなときどうする 

水道メーターの検針は隔月で行います 水道メーターの検針は隔月で行います 水道メーターの検針は隔月で行います 

●お問い合わせは…潟上市水道課（1855-5123） 

●お問い合わせは…潟上市水道課（1855-5123） 

■水道水が濁った場合は？ 
　みなさんにご利用いただいている水道水は、毎月水質検査を
行い、安全には十分留意してお届けしていますが、ごくまれに
濁った水が出ることがあります。 
　その原因と対策について、例示しましたので参考にしてくだ
さい。 

  
　①赤や黒く濁った水が出る場合 
　　水道管内に付着したさびやマンガンが流れ出し、赤や黒く濁った水
が出る場合があります。これは、水道工事による断水や浄水場の故障・
事故、消火活動など使用量の急激な変化などにより、水道管内の水の
流れの速さや方向が変わる時に起こります。 
　　濁った水が出たときは、しばらくの間蛇口から水を
出し、透明になってから使用してください。 

　※濁った水を吐き出した時間を水道課にお知らせく
ださい。水道料金の調整を行います。 

 

　②白い水が出る場合 
　　水道管の改良工事などをした時に、水道管の中に空
気が入ります。この空気が細かい気泡となり、水が白
く見えることがあります。しばらくそのままにしてお
くと、透明になります。 

  

■漏水を発見した場合は？ 
　漏水がわかった場合は、直接、潟上市指定業者
へ修理を依頼してください。漏水かどうかは簡
単に確認できます。（メーターの見方を参照して
ください） 
　指定登録されている業者については、水道課
にお問い合わせください。潟上市ホームページ
でも確認できます。 

①漏水発見→②指定業者に修理依頼→ 

③指定業者が水道課へ書類提出→④料金調整 

M

宅地 道路 

配水管（本管） 給水管 止水栓 

水道メーター 
（水道局貸与） 

水抜き栓 

お客様の管理範囲 
（お客様で修理） 

水道局の管理範囲 
（水道局で修理） 

メーターの見方 

パイロット 
全ての蛇口を
閉めパイロッ
トが回ってい
れば漏水です。 

自己管理と修理区分 

　天王地区の冬期間中の水道メーター検針は隔
月で行います（次回は２月上旬）。なお、積雪など
により検針できなかった場合は、推定料金（前３
カ月使用水量の平均）での請求となり、４月検針
時での精算となります。また、昭和・飯田川地区
においては、３・４月検針時での精算となります。 

検針を円滑に行うため、
各家庭でも水道メー
ターボックスや周辺
の除雪などにご協力
ください 

検針を円滑に行うため、
各家庭でも水道メー
ターボックスや周辺
の除雪などにご協力
ください 

●●●市役所からのお知らせ●●●

水

道

課
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●●●市役所からのお知らせ●●●

人工透析を受けている方に 
通院支援費の支給します 

　市では、人工透析（血液透析）を受けている方に、通院加療に
伴う負担の軽減を図るため、交通費の一部を支援しています。
次の条件にすべて該当する方が対象となります。 
●対象者 
①潟上市在住で、前年分の世帯全員の所得税合算額（１月から６月
までの間は前々年分）が12万円以下の方 

②じん臓機能障害により身体障害者手帳１級の交付を受けている方 
③人工透析（血液透析）の通院加療を月８回以上受けている方 
④自分で、または家族などの送迎により通院加療を受けている方（無
料送迎サービスを利用している方は対象になりません） 
●支給金額　 月5,000円 
●支　給　月　４月～７月分は８月、８月～11月分は12月、 
　　　　　　12月～３月分は４月 
※申請書類は、社会福祉課（昭和庁舎）と天王庁舎・飯田川庁舎総合
窓口センターにあります。 
※なお、８月～11月分については、12月末に支給します。 
　12月10日（月）までに申請書を提出してください。 
●お問い合わせは…潟上市社会福祉課（1855－5112） 

地区ビーチバレーボール・リーグ戦
参加チーム募集 

　天王・昭和・飯田川地区のビーチバレー
ボールリーグ戦を開催します。 
　ビニール製バレーボールを使用した、
どなたでも参加しやすい競技です。各地
区からたくさんのチームの参加をお待
ちしています。 
　なお、各地区の上位入賞チームには、平成20年３
月９日（日）に天王総合体育館で開催される選抜大
会への出場権が与えられます。 

●開 催 期 間 　平成20年１月～２月末日 
●チーム編成　一般男女別で、運動会地区割の同一

地域で編成（１チーム６人以上） 
●申 込 期 限　12月18日（火）まで申込書を天王

総合体育館または教育委員会スポー
ツ振興課へ提出してください。 

●お問い合わせは…天王総合体育館（1878-3232） 

こころの健康相談日 
●と　き　12月17日（月）13時～16時 
●ところ　潟上市役所昭和庁舎健康課（1855－5115） 
　　　　　天王保健センター（1878－6570） 
　　　　　飯田川保健福祉センター（1855－5180） 
●お問い合わせは… 
　　　　　天王保健センター（1878－6570） 

こころの健康相談日 こころの健康相談日 こころの健康相談日 
 

　市では、毎月１回、「こころの健康相談日」を開
催します。「こんなことで相談できない」と思わずに、
誰かに話を聞いてもらうだけで、解決策が見えてく
ることがあります。ひとりで悩まず、相談機関をご利
用ください。 

ひとりで悩まず相談してください 

　献血は、手術や事故などで輸血の必要な患者さん
へ届けられる大切なものです。 
　潟上市でも献血車が巡回していますので、お近く
にきた際にはご協力をお願いします。 

献血車巡回日程 
 ９時30分～11時00分 潟上市役所昭和庁舎 
12時20分～  ミツミ電機㈱秋田事業所 
 14時15分～15時15分 わかば園 
 15時30分～16時30分 ほのぼの苑 

12月10日（月） 

献血 献血 にご協力ください にご協力ください にご協力ください 

献血車巡回日程 
 ９時30分～10時45分 潟上市役所飯田川庁舎 
11時00分～12時00分 ㈱菅与組 
 

12月27日（木） 

　潟上市・男鹿市・三種町・大潟村の６つの温泉施設を対
象に、スタンプラリーを実施します。 

●実施期間　12月15日（土）～平成20年３月31日（月） 
●応募締切　平成20年３月31日（月） 
●応募方法　対象施設の窓口でスタンプカードを受け取り、施設

に入場の際に窓口でスタンプを押してもらってく
ださい。有料入場１回につきスタンプは１個です。
６施設全部か３施設以上のスタンプを集め、施設に
設置された応募箱に投函してください。お一人様何
口でも応募できますが、当選はお一人様１回となり
ます。なお、スタンプの数で当選賞品数に違いがあ
ります。 

●賞　　品　男鹿地域半島振興対策協議会会長賞　１本 
　　　　　　無料入場パスポート　　　　　　　　20本 
　　　　　　参加施設提供の景品　　　　　　　　18本 
●参加施設　天王温泉くらら（潟上市）、温浴ランドおが（男鹿市） 
　　　　　　夕陽温泉ＷＡＯ（男鹿市）、砂丘温泉ゆめろん（三種町） 
　　　　　　森岳温泉ゆうぱる（三種町）、ポルダー潟の湯（大潟村） 
●お問い合わせは…男鹿地域半島振興対策協議会事務局 
　　　　　　　（男鹿市役所企画政策課内10185－23－2111） 

●潟上市人事異動（平成19年11月19日付）

藤　原　達　則 追分主張所主事

（国体事務局競技班主事）
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防
衛
省
採
用
試
験
の
ご
案
内

試
験
種
目
　
自
衛
隊
生
徒

応
募
資
格
　
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま

た
は
平
成
20
年
３
月
中
学

校
を
卒
業
見
込
み
の
方

応
募
期
限
　
平
成
20
年
１
月
８
日
（
火
）

試
験
日
　
平
成
20
年
１
月
12
日
（
土
）

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

自
衛
隊
秋
田
募
集
案
内
所

（
1
８
６
４
―
４
９
２
９
）

男
鹿
市
民
吹
奏
楽
団

第
20
回
定
期
演
奏
会
を
開
催

と
　
き
　
12
月
９
日
（
日
）

開
場
13
時
30
分
　
開
演
14
時

と
こ
ろ
　
男
鹿
市
民
文
化
会
館

賛
助
出
演
　
大
館
吹
奏
楽
団
、
秋
田
ブ

ラ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
ほ
か

※
高
校
・
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同

演
奏
に
天
王
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
出

演
し
ま
す
。

入
場
料

一
般
５
０
０
円

学
生
３
０
０
円

小
学
生
以
下
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

男
鹿
市
民
文
化
会
館

（
1
０
１
８
５
―
２
３
―
２
２
５
１
）

冬
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

弁
護
士
と
一
緒
に
裁
判
所
で
刑
事
裁

判
を
傍
聴
し
、
模
擬
裁
判
を
体
験
し
て

み
よ
う
！

と
　
き
　
平
成
20
年
１
月
10
日
（
木
）

10
時
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
秋
田
弁
護
士
会

対
　
象
　
県
内
在
住
の
中
学
生
と
教
員

定
　
員
　
中
学
生
24
人
、
教
員
10
人

受
講
料
　
無
　
料

申
込
期
限
　
12
月
17
日
（
月
）

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

秋
田
弁
護
士
会
事
務
局

（
1
８
６
２
―
３
７
７
０
）

介
護
職
員

「
潜
在
マ
ン
パ
ワ
ー
」
講
習
会

参
加
者
募
集

最
新
の
介
護
技
術
・
知
識
を
習
得
す

る
機
会
を
提
供
し
、
資
質
の
向
上
を
目

指
す
と
と
も
に
就
職
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

と
　
き

12
月
19
日
（
水
）
〜
21
日
（
金
）

と
こ
ろ
　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

対
　
象
　
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課

程
修
了
以
上
の
方
で
、
現
在

未
就
労
の
方

内
　
容
　
講
義
、
介
護
実
技
な
ど

定
　
員
　
20
人

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

（
1
８
６
４
―
２
８
８
０
）

個
別
労
働
関
係
紛
争
あ
っ

せ
ん
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い県

労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
個
人

と
事
業
主
間
の
労
働
条
件
な
ど
に
関
す

る
紛
争
（
個
別
労
働
関
係
紛
争
）
に
つ

い
て
、
専
門
家
が
公
平
で
中
立
的
な
立

場
か
ら
紛
争
の
迅
速
な
解
決
を
お
手
伝

い
す
る
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請

は
無
料
で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
査
課

（
1
８
６
０
―
３
２
８
４
）

八郎湖は、平成19年12月に湖沼水質保全特別措置法で定める
指定湖沼に指定される見込みであり、平成20年１月に国に「八郎
湖に係る湖沼水質保全計画（案）」を提出するために、現在、計画
の策定を進めています。
計画策定にあたり、地域のみなさまのご意見を伺うため、秋田
県と潟上市の共催で「八郎湖に係る湖沼水質保全計画（案）」につ
いての住民説明会を開催します。八郎湖の水質保全対策を進めて
いくには、地域のみなさまのご理解とご協力が必要となりますの
で、多くのみなさんの参加をお願いします。

●と　き　12月11日（火）18時～19時
●ところ　潟上市役所飯田川庁舎２階第１会議室
●お問い合わせは…
県環境あきた創造課八郎湖環境対策室（1860-1631）
潟上市生活環境課（1877-7802）

「八郎湖に係る湖沼水質保全計画（案）」
についての住民説明会を開催します

教育委員会

「臨時保育士」募集
●職　　種　保育士
●応募資格　保育士資格を有する方
●募集人員　若干名
●勤務場所　市内保育園
●勤務内容　幼児の保育
●勤務時間　７時30分～19時（１日７時間変則勤務）
●任用期間　平成19年12月17日～平成20年３月31日
●賃　　金　時間給750円
●保　　険　社会保険
●申込期限　12月７日（金）
※総務学事課に履歴書（写真貼付）を送付してください。
●お申込み・お問い合わせは…
〒018-1595 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70
潟上市教育委員会総務学事課（1877－7803）

求人

まちづくりシンポジウム
inかたがみ

と　き 12月８日（土）

開場12時30分

13時～16時

ところ 羽城中学校視聴覚ホール

参加費 無　料

●お問い合わせは…

潟上市市長公室（1878－9802）
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（飯田川地区）
◆10.7 猿田　留吉さん

（駅　前・94歳）
◆10.19 菅 末治さん

（駅　前・96歳）
◆10.25 岩本　 子さん

（駅　前・69歳）
◆10.29 佐藤　ギンさん

（八ツ口・95歳）

（昭和地区）
◆10.4 渡�　トシさん

（山　神・80歳）

◆10.4 青木真理子さん
（竜　毛・47歳）

◆10.8 原　ヤヱさん
（野村上・79歳）

◆10.11 鎌田　信雄さん
（駅　前・56歳）

◆10.12 畠山　久男さん
（駅　前・60歳）

◆10.15 原　テツさん
（下谷地・96歳）

◆10.22 �橋　キヱさん
（乱　橋・88歳）

◆10.23 渡�　勝夫さん
（山　神・83歳）

◆10.25 リツさん
（新関２・94歳）

◆10.27 佐々木ハナさん
（仁　山・79歳）

（天王地区）
◆10.3 菊地　秀雄さん

（北　野・78歳）

◆10.3 櫻庭粂治郎さん
（塩　口・75歳）

◆10.7 沼田　捷雄さん
（天　王・75歳）

◆10.9 村山喜代治さん
（上江川・60歳）

◆10.9 児玉　キサさん
（ハラヘ・89歳）

◆10.11 黒沢　トミさん
（長　沼・94歳）

◆10.18 宇佐美貞子さん
（長　沼・70歳）

◆10.19 村木　タケさん
（追分西・89歳）

◆10.25 眞壁兼太郎さん
（下狼縁・78歳）

◆10.26 石井　テツさん
（二　田・91歳）

◆10.28 佐々木アヤさん
（下出戸・74歳）

「出生」「死亡」は住民基本台帳

10月１日～10月31日届出分を掲載

平成19年10月31日現在（ ）内は前月比

人　口　男　　17,130人（＋01）
女　　18,699人（＋11）
合計　35,829人（＋12）

世帯数　12,729世帯

お誕生おめでとう12月 市民カレンダー 市民カレンダー 
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金 
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日 
月 
火 
水 
木 
金 

土 
 

日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 

第３回潟上市青少年健全育成大会  

（13時30分～16時 昭和公民館） 

 

 

 

 

人権・困りごと相談 （10時～15時 天王公

民館・昭和公民館・飯田川下虻川分館） 

 

まちづくりシンポジウムinかたがみ 

（13時～16時羽城中学校視聴覚ホール） 

 

 

 

 

 

 

潟上市スポーツ少年団指導者研修会 

（14時～昭和公民館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所御用納め 

（飯田川地区）

＊山　野　圭　介
け い す け

くん （和　明さん・久美子さん） 飯浜上

＊二　田　賢　樹
け ん た つ

くん （康　誠さん・清　香さん） 飯塚下

（昭和地区）

＊ 原　　　要
かなめ

くん （正　樹さん・佐知子さん） 新関４

＊菅　原　光　生
こ う せ い

くん （知　幸さん・睦　子さん） 野村中

＊畠　山　永　遠
と 　 わ

くん （賢太郎さん・由　佳さん） 古　川

（天王地区）

＊後　藤　英　貴
え い き

くん （俊　宏さん・真　純さん） ハラヘ

＊佐々木　夢　華
ゆ め か

ちゃん （和　義さん・洋　子さん） 北　野

＊福　田　陽　菜
ひ 　 な

ちゃん （直　喜さん・広　子さん） 長　沼

＊小　玉　陽　奈
ひ 　 な

ちゃん （ 総　さん・美奈子さん） 一　向

＊大　関　秋　恋
あ 　 こ

ちゃん （謙　二さん・香　李さん） 二　田

＊大　関　美　穂
み 　 ほ

ちゃん （ 進　さん・友　美さん） 江川上谷地

＊小　玉　夢　宙
み ひ ろ

くん （寿　樹さん・優　子さん） 沖中谷地

＊二　田　　　光
こう

くん （広　布さん・志　保さん） 細谷長根

＊児　玉　瑚　子
こ 　 こ

ちゃん （隆　幸さん・美香子さん） 上北野

＊後　藤　凛　香
り ん か

ちゃん （浩　幸さん・友　香さん） 御休下

＊湊　　　羅　琉
ら 　 る

くん （謙　一さん・賢　美さん） 北　野

＊今津谷　厚　貴
あ つ き

くん （修　正さん・千保子さん） 上江川

＊沢　田　芽　彩
め 　 い

ちゃん （良　祐さん・めぐみさん） 追分西

＊小　松　惟　叶
ゆ い と

くん （ 毅　さん・さおりさん） 持谷地

おくやみ申しあげます

北朝鮮人権侵害問題啓発週間
12月10日（月）～16日（日）
北朝鮮人権侵害問題の実態を解明し、

およびその抑止を図るため、平成18年６
月に施行された「拉致問題その他北朝鮮
当局による人権侵害問題への対処に関す
る法律」により、12月10日から16日ま
でを啓発週間と定めています。
この機会に理解を深め、拉致問題の早

期解決に向け、共に考えていきましょう
●お問い合わせは…

潟上市市長公室（1878－9802）

※市役所各庁舎・公共施設は「年末年始」の
ため、12月29日（土）から平成20年１月
３日（木）まで閉庁・休館となります。
詳細は12月15日発行の「かたがみお知ら
せ版」でお知らせします。



　
ア
グ
ネ
ス

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

チ
ャ
ン
さ
ん
さ
ん 

　
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん 

潟
上
市
文
化
講
演
会

潟
上
市
文
化
講
演
会 

潟
上
市
文
化
講
演
会 

　
十
月
二
十
八
日
、潟
上
市
文
化
講

演
会
が
、天
王
公
民
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
歌
手
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
教

育
学
博
士（
ph
・
Ｄ
）と
し
て
活
躍
中

の
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、会
場
に
は
市
民
約
六
百
人

が
詰
め
か
け
ま
し
た
。 

　
演
題
は「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る

ひ
と
」。ア
グ
ネ
ス
さ
ん
は
、「
日
本
で

デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
、十
七
歳
の
時
。

最
初
は
日
本
語
も
話
せ
ず
、と
て
も

不
安
だ
っ
た
。で
も
、日
本
の
み
な
さ

ん
は
と
て
も
や
さ
し
く
し
て
く
れ
た
。

だ
か
ら
私
は
今
、ど
こ
の
国
に
行
っ

て
も
絶
対
に
人
を
差
別
し
な
い
。差

別
さ
れ
て
も
あ
わ
て
な
い
。時
間
を

か
け
て
説
明
す
れ
ば
分
か
っ
て
も
ら

え
る
と
思
っ
て
い
る
。や
さ
し
く
さ

れ
た
人
は
強
く
な
れ
る
。そ
し
て
強

く
な
る
と
人
を
許
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。人
が
人
に
や
さ
し
く

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、平
和
の
輪
が

広
が
る
か
も
し
れ
な
い
」と
、た
く
さ

ん
の
出
会
い
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
大
使

と
し
て
た
く
さ
ん
の
国
を
訪
れ
て
い

る
ア
グ
ネ
ス
さ
ん
は「
世
界
各
地
で

起
き
て
い
る
内
戦
や
争
い
に
よ
っ
て
、

多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

食
糧
が
不
足
し
、餓
死
し
た
り
、十
分

な
医
療
が
受
け
ら
れ
ず
、苦
し
み
な

が
ら
死
ん
で
い
く
子
ど
も
た
ち
が
い

る
。そ
し
て
そ
れ
を
見
て
い
る
し
か

で
き
な
い
大
人
た
ち
も
ま
た
苦
し
ん

で
い
る
。こ
ん
な
悲
し
い
現
実
の
中

で
も
明
る
く
生
き
よ
う
と
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

改
め
て
平
和
の
大
切
さ
を
実
感
。私

の
願
い
は
こ
う
し
た
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
が
一
人
で
も
多
く
、一
日

で
も
長
く
生
き
て
も
ら
い
た
い
、幸

せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ

と
。ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
こ
う
い
う
人

た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
支
援
を

し
て
く
だ
さ
い
」と
、熱
く
語
り
か
け

ま
し
た
。 

　
最
後
に
、ア
グ
ネ
ス
さ
ん
が
作
詞

し
た「
幸
せ
の
花
」を
手
話
を
交
え
て

会
場
と
一
緒
に
な
っ
て
歌
い
、大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
講
演
会
を
閉
じ
ま

し
た
。 

ホームページ／http://www.city.katagami.lg.jp/ Eメール／info@city.katagami.lg.jp
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と　き　12月１日（土）～16日（日） 

ところ　昭和公民館・天王公民館 

お問い合わせは …潟上市国体事務局（1877-7807） 

国体開催期間中に撮影した写真を 
展示します。 
 


